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Ⅰ．はじめに
近年，子どもを取り巻く社会的・家庭的環境に
おける格差が顕著になり，「子どもの貧困」への
対処は喫緊の課題となっている．こうした社会情
勢をふまえ，学校や教員がこれら子どもの成育環
境にまつわる課題にどのように向き合うことがで
きるのかが各所で議論されるようになってきた1）．
一方で，教員養成課程において，学校外の子ども
の成育環境を知るための機会が十分に設けられて
いるとは言えない．本稿では，これを補足するも
のとして筆者が教員養成課程にて実施した児童福
祉施設等への訪問について報告する．
Ⅱ．地域の児童福祉施設等
１．無償の学習支援
「子どもの貧困対策の推進に関する法律」（平成
26年１月施行）（以下，「子どもの貧困対策法」）
では，総則第二条（基本理念）に対策の柱として
「教育の支援」「生活の支援」「就労の支援」「経済
的支援」の４項目が示された．加えて，本法第二
章第八条の規定により政府が策定した「子どもの
貧困対策に関する大綱」（同年８月閣議決定）（以
下，「大綱」）において，この４項目に沿った重点
施策が打ち出されている．「学習支援」は，「教育
の支援」の二カ所で言及されており，ひとつは，
学校を貧困対策のプラットホームと位置付け，放
課後等の学習支援を充実する「地域による学習支
援」（通称「地域未来塾」）として，もうひとつ
は，生活困窮者自立支援法に基づき，生活困窮世
帯の子供を対象に平成27年度から実施されてい
る学習支援事業である．
本学の千住キャンパスを擁する足立区では，平
成27年度を「子どもの貧困対策元年」と位置付
けて子どもの貧困対策に関する事業を展開してき
た．「居場所を兼ねた学習支援事業」は，様々な
理由により家庭での学習が困難な区内在住の中学
生を対象に，家庭に代わる学習の場所と居場所を
提供することを目的として，区が平成27年より
実施している新規事業である．特定NPO法人キッ
ズドア及び認定特定NPO法人カタリバが委託を
受けて区内４カ所と別室３カ所で事業を実施して
おり，今回履修生が訪問したアダチベースは
NPO法人カタリバが展開する事業の施設名であ
る．事業の管理運営を担当する足立区福祉部くら
しとしごとの相談センター（以下，相談センター）
の資料によれば，平成30年12月末現在，登録し
ている生徒数はほぼ定員を満たす303名であり，
その約９割が就学援助受給世帯の子どもである．
２．児童養護施設
児童養護施設とは，児童福祉法第41条に定め
られた福祉施設であり，乳児を除いて，保護者の
ない児童，虐待されている児童その他環境上養護
を要する児童を入所させて養護し，あわせて退所
した者に対する相談その他の自立のための援助を
行う．養護施設に入所した児童の住所地は施設等
の所在地に移るため，学齢の場合，通常は施設近
くの学校に転校する．平成28年度の総施設数は
615，うち公立は37，私立は578となっており，
区内にも複数の児童養護施設が開所されている．
３．子ども食堂
地域の子どもに無料か安価な食事を提供する子
ども食堂は，朝日新聞の調査によると，平成28
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年５月現在少なくとも全国に319カ所が確認され
ている2）．平成25年までの開設は21カ所だった
が，この年の「子どもの貧困対策法」の成立を機
に，開設数は平成26年に13カ所，平成27年に
100カ所，調査時の平成28年５月末までに185カ
所と急増している．区のウェブサイトにも，「子
ども食堂に行ってみよう！」と題されたページに
子ども食堂MAPが載っており，区内13カ所の子
ども食堂が紹介されている．
Ⅲ．施設等訪問の実施手順
児童福祉施設等への訪問は，平成30年度の教
職課程履修生を対象として，以下のステップで実
施した．
１．事前学習
はじめに，福祉的な支援を要する子どもの存在
とその現状について，ニュース等を視聴しながら
ガイダンスを行った．特に子どもに関しては，お
もな支援は無償の学習塾など教育的な観点からな
されるものが中心である．教育的支援によって貧
困家庭の子どもの高校進学率が上がったとする事
例を紹介しつつ，一方で，進学しても中退してし
まう者も多い等の限界について問題を提起した．
さらに，ブルデューを引きながら，文化資本だけ
ではなく，新しい文化（価値観や行動様式）を伝
えるエイジェントの存在，すなわち社会関係資本
の重要性を論じた．
続いて，履修生はグループに分かれ，前述の
「無償の学習支援」「児童養護施設」「子ども食堂」
の中からグループ毎に一カ所選び，それらの施設
等について情報を収集した．その情報をもとに訪
問を希望する施設等を決めて５名程のグループを
再編成し，同年11～12月に施設等を訪問した．
２．事後報告
施設等の訪問後，以下の①～③について，個別
にレポートの提出を求めた．①訪問施設の概要，
②訪問時の見学・活動及び聞き取り内容，③訪問
から学んだこと・感想．さらに，そのレポートを
訪問施設別のグループごとに集約して報告会を
行った．司会進行，質疑は履修生が持ち回りで担
当した．
Ⅳ．事後報告の概要
１． アダチベース（足立区「居場所を兼ねた学習
支援事業」）
11月半ば，履修生４名が区内で展開するアダ
チベースのひとつを訪問した．ご対応いただいた
のは，相談センターの職員及びアダチベースのス
タッフのお二人である．今回の訪問は午後の早い
時間帯だったため，子どもたちはまだ来ていな
かった．
区内４カ所の施設は，中学生が通いやすいよう
に，すべて駅の近くにある．支援を受ける生徒の
プライバシーに配慮し，建物の壁や窓に何の看板
も案内も掲げていない．今回訪問した施設の１階
には調理場があり，毎回手作りの食事が無料で提
供されている．２階は自習スペースと自由スペー
スに分けられ，自習スペースには参考書や問題集
などが揃っている．３階は２つの教室になってお
り，授業のときにはこの教室を使う．家具や食器
は企業からの寄贈であり，学習にはNPO法人が
提供している無料オンライン学習コンテンツを活
用している．
アダチベースには，スタッフ以外にも，地域の
大人や大学生がよく出入りしている．学校の先生
でも親でもなく，友達でもない，子どもたちに
とって一歩先を行く先輩としての関係は「ナナメ
の関係」3）と呼ばれており，子どもたちが安心し
て本音を語り，ありのままの自分でいることがで
きるような心地よい関係を築くよう心がけてい
る．
【学んだこと・感想】4）
・今回この授業で，訪問しなければこのような活
動を行っている団体があるのだということに気
付けなかったと思います．今，子供の貧困が問
題となっている中，このような施設があるとい
うことは，とても心強いのではないかと感じま
した．また，学習支援だけではなく，様々な楽
しいイベントや，食事の提供など，そういった
環境を作ることで安心して勉強をすることがで
き，保護者や学校の先生など，生徒だけではな
く周りの人々も助けているのだと感じました．
今回アダチベースという団体を知って，もっと
もっとこういった団体が増えることで，子供た
ちの安心安全な生育（ママ），教育がなされる
とよいなと感じました．様々なことを感じまし
たが，今回子供にとって最も重要だと感じたの
は，子供を見守る周りの支援する人がいる，と
いうことなんだと思いました．（A1）
・思ったより職員が多く，大きい施設なのだと感
じた．また，支援企業も数多くあり，環境が
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整っている．学習面の支援もタブレット端末等
を活用し，時代に応じた支援をしている．学校
ともしっかり連携していることもよいことであ
ると考える．学習塾であるが，食事を通じての
生活習慣指導などにも力を入れている．生活指
導もしているのは驚いた．教員として，このよ
うな支援施設を知っているのと知らないのでは
大きく違うので，知ることができてよかった．
活用する機会があれば活用したい．（A2＊）
・学習塾だからといって，勉強だけではなく，食
事やイベントなどを通して生活習慣やマナーを
身に付けていくことも大切なことだと気付い
た．様々な企業の協力を得て支援体制が整えら
れていることが分かった．マンツーマンの指導
で最新のタブレットを使っての授業なので，生
徒にとっては楽しく分かりやすく学べる環境が
整っていると思った．進路までサポートがある
のでとても安心できる環境だと思った．（A3＊）
・アダチベースでは，地域の方や企業の方など，
様々な大人の支援がすごく子どもたちと関わっ
ていた．その中でも，子ども一人ひとりにあっ
た過ごし方ができ，そして，挑戦を後押しして
くる場所だという印象を受けた．ここまでのこ
とを，すべて無料で提供，支援していることに
素直に驚いた．学校だけでは味わえない，アダ
チベースだからこそ味わえることがたくさんあ
ると思う．ほんとに，居場所という感じで第２
の家みたいな，みんな家族って思うほど過ごし
やすい．このような場所が増えていけば良いと
思う．学校や地域との連携はしっかりやってい
かないといけない．（A4＊）
２．児童養護施設クリスマス・ヴィレッジ
12月初旬，履修生４名が児童養護施設クリス
マス・ヴィレッジを訪問した．児童が学校や保育
所から帰ってくる時間帯で，施設で宿題をしたり
遊びに出かけたりする児童の様子を見ることがで
きた．
施設には本園と分園があり，本園にはよりケア
ニーズの高い児童が暮らし，心理療法担当職員が
心理指導を行っている．本園の各フロアは居室，
ダイニングキッチン，談話室，風呂，トイレなど
の生活設備を備え，幼児から高校生までたてわり
男女別で６～８名の生活グループを構成し，同じ
フロアで生活する．分園は地域小規模型施設（グ
ループホーム）であり，地域の住宅を利用してよ
り家庭に近い環境で生活している．
見学ののち，施設長にお話しいただいた．施設
への入所理由として，近年は虐待が大半を占めて
いる．入所の要請は増えているが，施設側の受け
皿は限られている．退所後のアフターケアも大き
な課題である．入所児童の多くは18歳になると
退所するが，親元に戻るケースは少なく，経済的
にも精神的にも自立が求められる．進学する場合
も学費生活費はすべて自己負担であり，退所者の
進学率は極めて低い．アフターケアの制度は整っ
ておらず，職員が個人的に連絡をとるなど，退所
後も親代わりを務めている．
学校との連携については，学校側に理解を深め
てもらうため，年に数回，施設に教員を招いて設
備や生活の様子を見てもらう機会を設けている．
それでも学校から入所児童の転入を断られるケー
スもまれにある．職員配置が限られており，宿題
や家庭からの持ち物（教具など）も施設では十分
な対応が難しい．特別支援学級で支援を受けてい
る児童もいる．
【学んだこと・感想】
・職員から子どもたちに寄り添おうとするが信用
してもらえないが施設からの卒園時に子どもた
ちから感謝され寄り添うことがある．と話を聞
いて職員の方の愛が伝わってるんだと思ったの
と同時に，たくさんの愛情を注がないと人に感
謝出来る人にすることが難しいことなんだと感
じた．この施設では誕生日には好きなメニュー
をリクエストすることが出来るらしく，国から
お金を貰っているため不自由な部分もあるが，
それでも子どもたちを喜ばせようとする心があ
るんだと安心した．（子どもたちの絵を調理室
に加工して飾ってある．）殆ど無知な状態で訪
問見学させていただいたが，知らなかったって
済ませていいことが無く，今回学んだことは忘
れてはいけないと感じた．（B1）
・今回の訪問で様々なことを学び，感じることが
できた．元々，児童養護施設のことを全く知ら
なかったので，私が持っていた印象と大きく異
なり，驚いた．もっと制限された暮らしをして
いると思っていたが，部活や塾も行うことがで
き，お小遣いがもらえ，誕生日には自分の好き
な物を食べることができる．言い方は変になっ
てしまうが，普通の暮らしができているなと感
じた．また，担当の方の話で印象に残っている
のは，アフターケアの話だ．18才になり，進
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学や就職となり，自立をする際，いきなり支援
が途絶える．家もなく，突然１人にされるのは
厳しいと感じた．また，進学率の低さにも驚い
た．高校進学率を上げるため，中学生が塾へ行
くことはできるが，高校生の塾は中学生並みに
は保障されていない〔筆者修正〕．今回の訪問
で施設を知ることができたのは大きな学びと
なった．将来の進路にも検討したいと思う．
（B2）
・今回を機に初めて児童養護施設を見学した．率
直な感想は普通の温かみのあるところだと感じ
た．普通に家であるし，施設の子ども達はそこ
で暮らしている．塾に通っていたり，部活動に
励んでいたりする子どももいて自分がイメージ
していたものよりめぐまれている環境であると
感じた．（B3＊）
・今回初めて児童養護施設に行きお話を聞いて，
虐待を受けてきた子供たちの実態，施設で暮ら
す子たちの様子を目にした．その中でも，本当
の家庭ではないこと，将来に不安を抱きながら
生活していることは心の発達の面で良くないこ
とだと考える．今後教師になる一人として，心
のケアや配慮等行えるようにしたいと思う．
（B4＊）
３．あだち子ども食堂
11月末，履修生４名が区内東伊輿住区センター
で活動しているあだち子ども食堂を訪問した．活
動を見学したのち，代表者の長場美智代（ながば 
みちよ）さんにお話を伺った．
長場さんはTV報道で子ども食堂のことを知
り，子どもの現状に驚き突発的に行動した．まず
活動場所の確保に苦労した．運営費の負担も大き
く，区役所の住区推進課に掛け合い，子ども食堂
の活動時には無料で施設を借りられることになっ
た．現在は企業や個人の寄付によって運営が成り
立っている．
食堂を利用している子どもの数は約18名，保
護者を含めると25名程度で固定化してきている
が，毎回一組ほど新規の利用者が来る．中には，
地元の子ども食堂でママ友と会うのを避けるた
め，区がウェブサイトに公開している子ども食堂
マップを手がかりに遠方から来るケースもある．
子どもたちには，意外と塩むすびが人気である．
大人と一緒に作るということが大切と考えてい
る．
この食堂の最終目標は学習支援である．食事の
前後に保育士による読み聞かせの時間を設けてお
り，「読書は心を広げてくれる」と考えている．
子どもたちに食堂を知ってもらうため小学校で
全校児童にチラシを配布してもらいたいが，なか
なか許可がおりない．現時点では，スクールソー
シャルワーカーとの情報交換に留まっている．今
後は学校の教員や教育委員会とも連携をとりた
い．
【学んだこと・感想】
・当たり前ではあるが，自分の知らない所で様々
な支援をしている人たちがいて，その支援して
いる人たちを支えている目に見えない善意があ
ることを再認識した．（C1）
・今回，こども食堂について初めてお話しを聞か
せていただき，改めて地域の方々との関わりが
子供たちを育てていく上で非常に大切なことだ
と認識しました．貧困によって充分な食事を得
ることが出来ない．親が共働きで孤食になって
しまい寂しい思いをする．どちらも健全な子ど
もの育成にはふさわしくない事にも関わらず，
学校側にも限界があり介入しにくい問題です．
施設訪問を通して，この問題は地域の方々との
関わりで手助け出来ると学びました．例えば手
伝いを通して地域の大人と仲良くなり，食後は
同世代の子と遊んだり，大学生に勉強を教えて
もらったりすることです．そこから，健全な子
どもの育成のみならず，子どもを中心として地
域の活性化も促進されます．こども食堂は，そ
の地域との関わりの大事なツールの一つだと感
じました．（C2）
・子ども食堂の認知度が３年ほどで飛躍的に伸び
たことに関しては，支援が必要な子どもに対
し，十分なサポートをする機会を増やしたが，
これは，それだけ支援が必要な子どもがいた，
ということの裏返しでもある，と感じた．子ど
も食堂だけでは，十分な支援が行われているわ
けではない．そのため，お金やモノだけではな
い方法での支援などをこれから考えていく必要
があるのではないだろうかと思う．そして，将
来的には，子ども食堂を利用する必要のある子
どもがいなくなることが理想なのではないか，
と感じた．（C3）
・休憩中も，こんだての話や子ども達の話で盛り
上がっており，ボランティアの方は本当に子ど
もが好きなんだなと感じた．正直子ども食堂の
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存在は知らなかったが，共働き世帯や片親の子
が多くなっている時代だからこそ，とてもいい
施設だと思った．またボランティアの大学生や
地域の方，食材を寄付してくれる方様々な人の
温かさによって作られる料理は「真の愛情のこ
もった料理」であり，家でなかなか愛情をもら
えない子どもにも「子ども食堂」を通して愛情
を受け取ってもらいたいと心から感じた．（C4＊）
Ⅴ．考察
履修生の中には，今回訪問した児童養護施設や
子ども食堂を「殆ど無知な状態で訪問見学（B1）」
したり，「全く知らなかった（B2）」「存在は知ら
なかった（C4＊）」者もおり，「子どもの貧困」
や虐待などのニュースが毎日のように報道される
昨今であっても学校外の子どもの成育環境に関す
る情報収集が十分にできていないことがわかる．
当該学年の教職課程では教育社会学が必修ではな
かったことも一因であろう．この点から言えば，
今回の施設等訪問に際して当初目的としていた，
「学校外の子どもの成育環境を知る」という部分
は達成されたと言える．一方で，養護が必要な子
どもたちについて新しく情報を得たものの，例え
ば，「もっともっとこういった団体が増えること
で，（中略）教育がなされるとよい（A1）」「この
ような場所が増えていけば良い（A4＊）」などの
ように，他者視点からの記述も複数見られる．卒
業後に教員としての採用が決定している履修生の
中には，「心のケアや配慮等行えるようにしたい
と思う（B4＊）」など，主体的な視点から自分に
実行可能な支援を記述した学生もいることを考え
あわせると，教職以外の進路を選ぶ場合にも，免
許取得者には自己の責務を省みるリフレクシブな
思考が求められてよい．
こうした訪問見学時に支援への主体的なかかわ
りを留めてしまう思考のひとつに，「いい施設
（C4＊）」という一見ポジティブな価値判断があ
る．同様に，児童養護施設を訪問した学生の記述
にみられる「普通の暮らしができている（B2）」
「普通の温かみのあるところ（B3＊）」という印
象も支援の必然性を低減させる．養護を必要とす
る児童は家庭的・社会的に恵まれない環境に育つ
「かわいそうな」子ども，という思い込みが前提
にあると，支援を受ける施設や活動がよいもので
あればあるほど，その背景は考慮されずに「めぐ
まれている環境（B3＊）」という印象に傾き，支
援上の課題や連携に視点が及ばなくなる可能性が
高くなる．被虐待児であるにもかかわらず，施設
で養護を受けられることは「恵まれて」おり，学
校の他の多数の子どもとの共同生活において「特
別扱い」という不公平感は支援の足かせとなりや
すい．こうした施設の訪問見学の際には，施設で
の養護の実態だけではなく，子どもが抱える課題
に焦点をあてた理解が必要となるだろう．実際に
18歳で退所したのちのアフターケアや，親元か
ら離れて生活せざるを得ない子どもの実情を知る
ことで，連携した支援の必要性を感じ，福祉分野
への進路も選択肢のひとつとして考えたいとした
学生（B2）もいる．
今回訪問した施設等は，目的・対象者において
多少異なるものの，「食事」「（特に大人との）か
かわり」「学習」を活動の中心に据えている点で
共通している．「食事」については，ただ栄養を
摂り満腹になることのみを目的とせず，他者との
かかわりを生む介在としての役割を重視してい
る．学習支援の場においても食事を提供するとこ
ろがあり，アダチベースを運営するNPO法人カ
タリバでは，子どもを支援する場において社会関
係資本を重視することを運営指針に謳っている．
各活動，施設では，今回の訪問に際して，子ども
たちと他者（特に大人）との関わりを重視してい
ることを学生に伝えており，学生も意識的に記録
に残した様子がうかがえる．
Ⅵ．まとめ
油布佐和子は，日本教育社会学会の課題研究報
告において，教職課程履修者の価値意識のアン
ケート調査（2015年７月）の結果をふまえ，教
職履修の学生が現状への「適応」「順応」に甘ん
じており，自分の立ち位置を相対化することな
く，きわめて限定された「教師としての知識」を
獲得して職場に出ていることを問題とし，自らの
生活や生き方の問い直しを含めたリフレクション
やクリティカルな思考をいかに形成していくかが
教員養成の責務となると結論づけている．今回の
ような児童福祉施設等の訪問を通し，教職課程の
履修生が子どもの成育する環境について広く知識
を得るのみではなく，学校や教員がその環境の整
えにどのように携わっていくことができるかをク
リティカルに考える契機となるよう，事前事後指
導の焦点を明確にしていきたい．
神谷　純子
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注
１）日本教育社会学会の紀要には，2010年に「子
どもの貧困と教育」が課題研究として現れて
以降，この課題に関する論考が毎年のように
掲載されている．佐々木（2016）もそのひと
つである．
２）開設数は，調査が行われた平成28年５月末
現在のデータである．困窮家庭の学習支援や
放課後の居場所としての活動において食事を
提供している場も数に含む．東京に50カ所，
滋賀に29カ所，神奈川，京都，大阪に各22
カ所，沖縄17カ所，他の道県にも最低１カ
所の開設があったとされる．
３）「ナナメの関係」とは，子どもに係る学生ボ
ランティアにおいてしばしば聞かれる関係性
の概念である．笠原（1977）において示され
た「斜めの関係」に依拠する．特定認定
NPO法人カタリバでは，子どもの貧困支援
の鍵として社会関係資本をとらえており，
「ナナメの関係」にある人たちをそのエイ
ジェントと位置付けている．
４）以下，【学んだこと・感想】の項は，学生の
記述からの引用である．本稿では，明らかな
タイプミス及び事実の誤認を除き，原文に加
筆修正なく記載する．記述中の下線は筆者に
よるものである．また，記述の最後に付した
数字等は別個の履修生を示し，＊印は卒業後
に教員としての採用が決定している者を意味
する．
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